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略歴 

• 2002年 神戸大学発達科学部卒業 

• 2003年 （株）内田洋行 入社 
• 「次世代ソリューション開発センター」に配属 
• 共同研究開発（立命館大学）、製品開発、製品企画等に従事 
• AV制御システム、無線画面転送装置等を開発・企画 

• 2014年（？）以降 現部署に配属 
• 文教系の製品企画・開発に重点 
• 授業支援システム、語学学習支援システム等を担当 

• 2016年以降 日本IMS協会の活動に従事 
• 当初はオブザーバーとして参加 
• 2018年 技術委員に就任。IMS認定 訓練／実装支援管理士を取得 
• 2019年 事務局長に就任 
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IMS（が/で）描く ”Learning Eco System” 

• IMS Global の技術標準群 
• 学習プラットフォーム（LMS） 

 -> Learning Tools Interoperability (LTI) 

• 学習コンテンツ  

 -> (Thin) Common Cartridge 

• 生徒・児童情報、成績（SIS） 

 -> OneRoter 

• 学習記録（LRS） 

 -> Caliper Analytics 

• コンピューターによる試験（CBT） 

 -> Question and Test Interoperability (QTI) 

• 履修証明 

 -> Open Badge 

• 学習到達目標 

 -> Competencies & Academic Standards Exchange (CASE) 

etc... 
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COMMONCARTRIDGE® 

CALIPERANALYTICS® 

OPEN BADGES & COMPREHENSIVE LEARNER RECORD 

CASE® COMPETENCIES & ACADEMIC STANDARDS EXCHANGE® 

QUESTION & TEST INTEROPERABILITY® 

Standards As The  

Shared Ecosystem Platform 

ONEROSTER® 

LTI®  LEARNING TOOLS INTEROPERABILITY® 

（IMS Global Learning Consortium, Rob Abel氏の資料より） 



OneRosterで、できること 

OneRosterは、以下の三種の情報を、 

システム間で相互運用するための技術標準です。 

 
1. 児童・生徒名簿、クラス、時間割（Rostering） 

 

2. 学習コースやクラスで使用される教材（Resources） 

 

3. 学習課題とその成績（Gradebook） 

 

OneRosterでのデータ交換は、 

一括または差分（CSV）と、 

リアルタイム（REST）の2通りの手段が提供されています。 
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認定取得製品数から見る、OneRosterの動向
（IMS Global） 
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• 2019年9月現在、249の製品が 
OneRosterのIMS Globalの認定を取得 
– CSVによるインポート / エクスポートが中心。（249中213製品が対応） 

RESTはまだ数は多くない。 

– 名簿情報の交換だけではなく成績や教材情報に対応する製品も増えつつある 
• 例: Ver.1.1 CSV Import Bulk（CSVでの一括入力）の対応製品 

– 名簿（Rostering）  - 213製品 

– 成績（Gradebook）  - 140製品 

– 教材（Resources）  - 147製品 
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• IMS Globalのサイトで、対応製品を誰でも検索できる。 

• https://site.imsglobal.org/certifications 

認定取得製品数から見る、OneRosterの動向
（IMS Global） 

https://site.imsglobal.org/certifications


海外（米国）製品での対応例 
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• Office365, G Suite ともにOneRoster CSV形式での名
簿の登録に対応している。  
– Microsoft School Data Sync 

– Google Directory Data Sync 

 

Microsoft School Data Sync 



教育ビッグデータの活用（国内の動向） 
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• 文部科学省 2019/6/25 公表  
『新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終まとめ）』より 



教育ビッグデータの活用に向けて 
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文部科学省 

『新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終まとめ）』より 



名簿の共通化のメリット 
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• 名簿の複数管理の解消による管理コスト減 

– アプリケーション単位でクラス名簿をメンテナンスしなくて済む 

– 特に年次更新時に効果 

• システム間の相互運用の可能性が広がる 

– 学習成績、学習成果物、学習記録の共通運用が見えてくる。 

– ログの共通運用が見えてくる 

– LTI, Caliper, CASEなど、他のIMS Globalの技術仕様群を併用した教育エコ・シス
テムの構築への基盤となる 

今後多数の学習系アプリやデジタルコンテンツの利用が 
想定され、名簿情報の共通化・同期は必須 



（公立）小中学校のネットワーク構成例 

学習系ネットワーク 校務系ネットワーク 校務情報系ネットワーク 
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K-12におけるOneRoster周辺の課題認識 

• 1st : 校務系システムと学習系システムで「名簿を共有」する 
• 校務系システムと学習系システムが分断。 

• 教務系と学習系では、セキュリティの確保のためネットワークも分離。 
• 文部科学省「教育情報セキュリティポリシーによるガイドライン」 

 

• 2nd :教務系と学習系、双方得られる情報の統合を可能にし、 
「教育ビックデータ」を構築する 
• ex) 学校保健情報 -> 教室での授業時に参照し、指導に役立てる 

• ex) テストなどの学習結果 -> 学習系から校務系に戻し、参照したい 

• 学習データの解析には、上記の情報を統合が必要 

 

 名簿・成績情報を扱うOneRosterに、複数システムの連携による教育エコ・システム構築の可能性 
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IMS Global 技術仕様群を用いた展開例 

（IMS Global Learning Consortium, Colin Smythe氏の資料より） 

OR: OneRoster 

PF: LTI Platform 

TI: LTI Tools 複数のIMS Global 技術標準を用いて、教育デジタル・エコシステムを構築 

-> NGDLE (New Generation Digital Learning Environment: 次世代デジタル学習環境） 

OneRosterによる名簿の共有は、日本版NGDLEの第一歩。 
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内田洋行 OneRoster対応計画 

• 校務系と学習系でのCSVでの名簿の共有を、まずは自社で実現する 
 

• 校務系: 名簿の供出（エクスポート） 
• デジタル校務（校務システム）・・・IMS Global 認定取得済 
• 新バージョンでの対応準備を開始 
 

• 学習系: 名簿の収受（インポート） 
• ActiveSchool （授業支援システム）・・・ IMS Global 認定申請中 
• ATR CALL BRIX（語学学習eラーニングシステム）・・・実装中 
• デジタルスクールノート【Web版】（ノートツール）・・・実装中 
• 撮ってビュー（発表ボード・板書などの撮影、保存アプリ）・・・実装へ向け調査中 

 

• 国際標準であるOneRosterに対応することで、他社製品との連携を容易に
実現できる 
• ex: 学籍管理システムからのATR CALL BRIXへの一括名簿登録 
• ex: デジタル校務からOffice 365への一括名簿登録 
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（公立）小中学校のネットワーク構成例 

学習系ネットワーク 校務系ネットワーク 校務情報系ネットワーク 

共通の名簿を用いて、アプリ間連携
（シングルサインオン）を実現 
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内田洋行 デジタル校務システム 
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APPLIC 教育情報アプリケーションユニット 
校務基本情報データ連携 小中学校版V1.2に準拠 
”準拠登録・相互接続確認マーク”を取得 



デジタル校務からの名簿出力 

校務系 
システム 

校務系システム 
CSV Exporter 

学習系 
システム2 

名簿 

ｱｶｳﾝﾄ 
台帳 

校務 
生徒ID 

 

氏名 学習系1 学習系2 ・・・ 学習系n 

10001 山田太郎 17000046 std00001 ・・・ abcdefg 

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 
 

・・・ 
 

・・・ 
 

名簿 

ｱｶｳﾝﾄ 
台帳 

複製 

複製 

校務系ネットワーク 情報連携用ネットワーク 

学習系ネットワーク 
（インターネットを含む） 

CSV 

取得 
CSV Import用 

Gateway 

https://sv1.ed.jp/ims/oneroster/v1p1/csv/users.csv 

顧客ネットワーク（教育イントラ） 

OR準拠 

・校務システム側で、学習系システム 
 のアカウント(ID)が把握されていることが前提 
・連携オプションは、個人情報を保持するため、 
 校務系ネットワークに配置されなければならない 
・インターネット上の学習系システムからのアクセスを 
 仲介するための情報連携基盤を配置する 

夜間 1日1回 

取得 

学習系 
システムn 

学習系 
システム1 

・ 
・ 
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サンプルデータ 
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• 各データモデル内に、認証取得において必須/任意の情報がある。 

• 今回は必須の項目のみを実装。 

• 二バイト文字も問題なくテストを通過。 



授業支援システムでの名簿の取り込み 
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ActiveSchoolの名簿に含まれる情報 

フォルダ階層例 

－－－－－－－－－－－ 

[名簿ルートフォルダ] 

 ┃ 

 ┣[1年] ←学年 

 ┃  ┣1年1組.csv ←クラス名 

 ┃  ┗1年2組.csv 

 ┣[2年] 

 ┃  ┣2年1組.csv 

 ┃  ┗2年2組.csv 

 ・・・ 

 TeacherCSVMaster.csv←教師リスト 

CSVファイルの例 

－－－－－－－－－－－ 

相原 正明,IFT001 

石橋 庄三郎,IFT002 

・・・ 

↑名前   ↑生徒ID 

・推奨: 学年 

・必須: クラス、生徒名、生徒ID 

• フォルダー階層とクラスごとのCSVで以下を表現。 



授業支援システムでの名簿の取り込み 

• 入力フォルダ、出力フォルダを選択して、
実行する事でCSVの変換が行われる。 

 

• 変換の途中で、年度、学校選択ダイアロ
グが表示され、任意の年度、学校を選択
して【OK】ボタンにより出力フォルダに
CSVが出力される。 

• OneRoster形式で入力される名簿情報を、授業支援システムの名簿
形式に変換するツールを開発。 
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認定状況 
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• 作成したログをIMS Globalへ提出 

 

• IMS Globalからは、 
個別のエラーの理由をログに記述する必要がある旨回答。 

 

• 正常系（ValidFileSet）のログはOK。 

-> ログを修正し再提出予定。 



システム間連携に技術標準を採用する意味 

• （企業間で）個別に仕様を協議する必要が（理論上）ない。 

• 十分に議論され、実績のある信頼性の高い仕様を採用できる。 

• 国際標準である場合、日本国外の製品・サービスとの連携が容易に。 
• Microsoft, Google, Instructure (CANVAS), ClassLink, Schoology, 

clever… 

• 国内ベンダーの場合は、海外への展開が容易になる。 

• etc… 
 

• 次世代デジタル学習環境を「各社で」構築する？ 

• ムダな機能の「重複」を解消する？ 
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キーとなるIMS技術標準 

• LTI・・・プラットフォーム（LMS等）、ツール（アプリ）の相互運用 

• Common Cartridge / Thin Common Cartridge・・・教材の相互運用 

• OneRoster・・・名簿・成績情報の流通 

• Caliper・・・学習分析・解析に必要なデータの標準化 

• CASE・・・学習指導要領、シラバス、ルーブリックをマシンリーダブルに 

• Open Badges・・・学習成績・履修証明 

• CLR (Comprehensive Learner Record)・・・自身のスキル・能力を記録 

• QTI (Question and Test Interoperability)・・・テスト問題の共通運用 
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ネットワークとセキュリティの「壁」 

• 通信環境（イントラ – インターネット間） 
• 「NHK for School」が見られない！ 

• SINETの可能性 

 

• 学習情報（活動記録・成果物・成績）の流通と個人情報保護 
• 「ID」の取り扱い 

 

• 学習情報は誰のもの？ 
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IMS標準に適合した事務システムの可能性 

• 国際技術標準の適用によるシステムの相互運用は、従来の「教師システム」ビジネ
スを大きく変革させる可能性がある。（機会 and/or 脅威） 

 

• システムの利用者が、システム相互運用のメリットを十分に享受できることが重要。 

 

• 1社または数社による寡占か、 協業による共存か。 
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